
個人情報保護対策の検証と進化    2006年4月21日(金) 

時 間 講 義 項 目 

9：40 

～ 

11：20 

□ 個人情報保護の事案と対策の検証              

～法全面施行１年の最新動向を踏まえて～ 

弁護士    稲垣 隆一   

１．大学と個人情報保護 

２．コンプライアンス・内部統制・ＣＳＲと個人情報保護 

３．個人情報保護にどう取り組むか                   〈質疑応答〉 

11：30 

～ 

12：30 

□“大学”という公益組織体の情報開示責任          

～“公”と“私”、個人情報とプライバシーの区分の中で～ 

早稲田大学    奥島 孝康   

１．個人情報保護への過剰対応 

２．学問と個人情報保護 

３．保護に値する個人情報とは 

４．大学の場における個人情報保護のあり方               〈質疑応答〉 

13：30 

～ 

14：50 

□ 文部科学省ガイドラインの解説の一部改訂と運用 

～個人情報保護とその対策をめぐる動向を踏まえて～ 

文部科学省    瀬戸川 浩   

１．個人情報保護の事案及び対策をめぐる動向 

～法全面施行１年を迎えて～ 

(1)私立学校の団体及び各学校の取組み (2)国立大学法人等の取組み 

(3)文部科学省の取組み 

２．学校設置事業者のガイドライン（指針）・解説の要点 

～06年２月の改訂事項を含めて 

(1)利用目的の特定 (2)本人の同意 (3)安全管理措置及び従業者の監督 

(4)委託先の監督 (5)第三者提供 (6)保有個人データの開示 

(7)本人の利便を考慮した適切な措置 (8)苦情の処理 

３．今後の課題                             〈質疑応答〉 

15：00 

～ 

16：30 

□ 個人情報保護対策の点検・評価と進化 

～第三者認証の活用／研修状況を踏まえて～ 

日本プライバシーコンサルタント協会    高橋 彰彦   

１．信頼の獲得 

(1)個人情報の価値 (2)個人情報の収集 (3)保護体制の構築 

２．第三者認証を活かす 

(1)第三者認証の種類 (2)ＴＲＵＳＴｅシールプログラム (3)ＴＲＵＳＴｅとＰマーク 

３．職員研修 

(1)セキュリティとプライバシー (2)事例 

４．個人情報保護法施行１年間を振り返る 

(1)過剰反応か？ (2)明日の対応                   〈質疑応答〉 
 


